
船舶事故調査報告書 

 

                                平成２２年７月１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２１年９月６日０８時３０分ごろ本船が発見された。） 

発生場所 不明（本船発見場所は、大分県杵築
きつき

市臼石鼻灯台から真方位０３０°２.４

海里付近（概位 北緯３３°２６．６′ 東経１３１°４３．６′）であ

った。） 

事故調査の経過  平成２１年９月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

漁船 広
こう

洋
よう

丸、０.９９トン 

 ＯＴ３－３１４０９（漁船登録番号）、個人所有 

 ４.９４ｍ(Lr)×１.４５ｍ×０.６３ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、２２kＷ（漁船法馬力数）、昭和５６年６月８

日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 昭和５０年１０月１４日 

  免許証交付日 平成１７年４月２７日 

         （平成２２年１０月２４日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過 

 

 船長は、平成２１年９月６日０６時００分ごろ、たこ壺
つぼ

漁を行うため自

宅を出発し、杵築市奈多漁港に向かった。 

 ０８時３０分ごろ、奈多漁港東方沖を航行中の漁船乗組員が、無人の本

船を発見して１１８番通報し、１０時３０分ごろ、本船発見場所から東方

２,０００ｍ付近において、捜索に当たった海上保安庁のヘリコプターがう

つ伏せで浮いている船長を発見した。 

 船長は、病院に搬送されたが、死亡が確認され、死因は溺死と検案され

た。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約３～５m/s 

 海象：波高 小波、潮汐 上げ潮の末期、水温 約２５℃ 

 その他の事項  船長は、日ごろ、家族と一緒に操業していたが、事故当日は家族の体調

が悪く、１人で出漁した。 

 発見時、本船は船外機が停止しており、船上にはたこ壺約１０個が揚収

されたままで、海底に残されたたこ壺とロープでつながっていた。 

 - 1 -



 - 2 -

 本船は、救命胴衣を備え付けておらず、発見時、船長は救命胴衣を着用

していなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

 死因は溺死であった。 

 本船は、奈多漁港東方沖で操業中、船長が落水

したものと考えられるが、落水した状況について

は明らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、本船が奈多漁港東方沖で操業中、船長が落水したことにより

発生したものと考えられるが、その原因を明らかにすることはできなかっ

た。 

 




